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ガ同人誌の歴史と役割｣ で, 村上知彦氏 [神戸松
蔭女子学院大学教授] の司会で, 真崎守氏 [マン
ガ家・アニメ演出家], 霜月たかなか氏 [コミッ
クマーケット初代代表・フリーライター], 波津













司会で, 赤松健氏 [マンガ家・Jコミ主宰], 井
上伸一郎氏 [角川書店代表取締役社長], 福井健
策氏 [弁護士], 三崎尚人氏 [同人誌研究家／ま
んが評論家] がパネリストであった｡
コミックマーケットなどのイベントでは, 著作
権を所有する出版社などと同人コミュニティが共
存しているが, 二次創作の著作権については現在
でもどこからが違反となるのかの白黒がつかず,
グレーのままであり, さまざまな問題がある｡
知的財産法や著作権法の問題を回避するために
ローレンス・レッシグなどが唱えたクリエイティ
ブ・コモンズを適用して, あとは自由にする, と
仮定しても考えられる問題や, もし日本が TPP
に参加して, アメリカの提案するフェアユース規
定に日本も従うとしたら起こる問題など, 数多く
の指摘がなされ, 実りが多いシンポジウムだった｡
『魔法先生ネギま！』 の連載をひとまず完結さ
れた赤松健先生が, 飄々とした話し方で笑いを取
りながらも, 同人誌の今後について真摯に具体的
な提言をなさっていたのが, 同人誌を含むマンガ
全体への愛が感じられ, 特に印象的だった｡
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